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貸出中の場合は予約ができますのでお申し出ください。 

次回の発行は、令和元年 5 月１１日（土）の予定です。 
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八雲の宿敵・七瀬美雪の手により、晴香が

拉致されてしまう。居場所を探す鍵は、4

つの心霊現象のどこかに隠されていると

いうのだが…。迫るタイムリミットの中、

八雲は重大な決断を迫られる。「脳内映像」

ミステリー第 11弾。 

『心霊探偵 八雲 11 魂の代償』 

オタワルの医術師ホッサルとミラルは、祭

司医・真那の招きに応じて、安房那を訪れ

る。そこでそれぞれの医術の在り方が異な

ることを感じたホッサル。やがて次期皇帝

争いに巻き込まれ…。「鹿の王」の、その

先を描く命の物語。 

『鹿の王 水底の橋』 


